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Ⅰ．はじめに
COVID-19の流行により、密を避けるため、公共交通機関

よりも自家用車やレンタカーによる旅行が好まれている。令和 4
年版観光白書（観光庁 , 2022）によると、国内旅行における
2021 年の自家用車利用率は、2019 年比で約 10ポイント高く
なっており、COVID-19 流行下の旅行における傾向として、密
となる公共交通機関を避け、自家用車を利用する動きがある。
ドライバーが利用する沿道施設である道の駅は、1993 年
から制度が始まり、第 1回の登録では103 駅だった駅数が、
2013年には1,000駅を超え、2023年 2月28日時点では、1,204
駅が登録されている（国土交通省 , n.d.）。登録数の増加とと
もに、その認知度は高まっており（酒井 , 2016）、購買客数だ
けでも年間 2億人以上が訪れる施設となっている（国土交通
省 , 2019a）。一方、日本国内では、自動車を利用した旅行が
多いにもかかわらず 1、ドライブツーリズムに関する研究は、交
通管理や地域経済発展に関わる研究として部分的に研究され
ているに過ぎない。日本おけるドライブツーリズムの研究は、未
開拓である（Cooper, 2011）との指摘がある。

そこで、本研究では、道の駅をドライブツーリズムハブと位
置付け、ドライブツーリズムの先行研究を参考に、ドライブツー
リズムハブに期待される機能を果たすために備えるべき主要要
素を議論することを目的とする。
以下、Ⅱ節では、ドライブツーリズムの先行研究を整理し、

Prideaux（2001, as cited in Prideaux et al., 2001） と Hardy
（2003）が示すドライブツーリズムの主要要素から、ドライブツー
リズムハブに期待される機能を果たすために備えるべき主要要
素を規定する。Ⅲ節では、和歌山県内道の駅の実態調査か
ら得られた結果をもとに、ドライブツーリズムハブに期待される
機能を果たすために備えるべき主要要素を明らかにするととも
に、備えるべき主要要素ごとに関連する先行研究を整理するこ
とで今後の研究課題を抽出する。Ⅳ節では、本稿の課題をま
とめ、今後の課題を述べる。

Ⅱ�．ドライブツーリズムハブに期待される機能を果たすた
めに備えるべき主要要素
Ⅱ節では、まず、日本と海外におけるドライブツーリズム研究
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を整理する。次に、道の駅の発展を踏まえ、道の駅をドライブツー
リズムハブに位置付ける。そして、ドライブツーリズムハブに期
待される機能を果たすために備えるべき主要要素を規定する。

１．ドライブツーリズム研究
日本のドライブツーリズム研究は、比較的未開拓である

（Cooper, 2011）と指摘されているが、ドライバーの休憩行動
及び休憩施設に着目した研究はある。高速道路におけるサー
ビスエリアを対象とした研究（飯田 , 1995; 味水 , 2009）及
び一般道路における道の駅を対象とした研究（飯田 , 2000; 
岩田ほか , 2020）に大別できる。また、特に、本研究で注
目する道の駅では、地域振興に焦点を当てた研究（小塚 , 
2018; 落合 , 2016; 辻 , 2020; 山田・荒木 , 2021; 山本・湯沢 , 
2012）が多い点が特徴的である。
一方、海外のドライブツーリズム研究は、ドライブ観光ルート

に関する研究（Hardy, 2003）、ドライブ観光客の旅行動機や
満足度を探った研究（Denstadli & Jacobsen, 2011; Moscardo 
& Pearce, 2004）、シニアドライバー（Prideaux et al., 2001）や
オートバイのライダー（Sykes & Kelly, 2016）などセグメントごと
の行動研究、ドライブツーリズムを支える自動車クラブに関する
研究（Prideaux, 2011）、持続可能なドライブツーリズムの研究
（Becken & Wilson, 2007; Fjelstul & Fyall, 2015）など様 な々
視点から行われている。
これらの研究の中で、Prideaux（2001, as cited in Prideaux 

et al., 2001）（以下「Prideaux」という。）とHardy（2003）（以
下「Hardy」という。）は、ドライブツーリズムの主要要素を挙
げている（表１）。本研究では、Prideaux及び Hardyによるド
ライブツーリズムの要素を基に、後述のドライブツーリズムハブ
に期待される機能を果たすために備えるべき主要要素を規定
する。

２．ドライブツーリズムハブ
本研究では、道の駅をドライブツーリズムハブと位置付け

る。「ハブ」を大辞泉（松村・小学館『大辞泉』編集部 , 
1998）で引くと、「①車輪の中心部。また、自動車の車輪を取
り付ける部分の円板や、航空機用エンジンのプロペラを取り付
ける金具。②中心。中核。」（p.2160）とあり、「ハブ空港」（「各
地から航空路が集中し、乗客や貨物を目的地に中継する機能
をもった、その地域の拠点となる空港」（p.2160））という言葉
も載っている。O'Kelly and Miller（1994）は、輸送業におけ
るハブを「多対多の流通システムにおける主要な仕分け又は
切り替えの中心地」と定義している。
観光におけるハブの学術的定義として、Lew and Mckercher

（2002）は、旅程の中での目的地の位置付けを5つに分け、
「複数の目的地を巡る旅程で2回以上訪れる場所」をハブ
デスティネーションと定義している。また、Meng et al.（2016）
は、国際観光ハブの研究において、「最終目的地に到達する

ための主要なアクセス・ゲートウェイ、及び母国への主要な出
口」をツーリズムハブと定義している。これらは、どちらもドライ
ブツーリズムを前提としたハブの概念ではない。一方で、シー
ポートツーリズムハブ（Jeevan et al., 2019）、メディカルツーリズ
ムハブ（Choi et al., 2021）、ボランティアツーリズムハブ（Mensah 
et al., 2021）、ネイチャーツーリズムハブ（Omarzadeh et al., 
2022）など、いくつかの研究ではコンテンツに合わせたツーリズ
ムハブの研究がある。
実務的には、日本の行政計画を見ると、地域観光の拠点と

いう意味でハブという言葉が使われている。新庄市（2015）は、
道の駅もっくる新庄を奥三河地域の玄関口の役割を担う「奥
三河の観光ハブステーション」に位置付けている。また、三
島市（2020）は、富士山、箱根、伊豆観光の玄関口、中
継地として「ハブ機能都市」を名乗っている。さらに、御殿
場市（2014）においては、観光客が周辺地域へ足をのばす
際の出発地、中継地、周辺地域を訪問した後の目的地として、
いずれの場合にも必ず立寄って観光される都市を目指し「観
光ハブ都市構想」を掲げている。
道の駅の歴史的経緯から、道の駅はドライブツーリズムハ

ブとみなすことができる。すなわち、道の駅は、制度当初の
通過する道路利用者の休憩場所から、観光目的地へとその
役割が変化し、さらに地方創生・観光を加速する拠点として
の役割が現在の道の駅には求められている（国土交通省 , 
2019b）。道の駅の観光拠点性を探った研究（中川 , 2017; 
齋藤 , 2013; 竹内ほか , 2021）においても、その可能性が示
唆されている。加えて、日本自動車連盟（2017）では、ドライ
バーが道の駅に求める施設として、入浴関連施設、給油施設、
仮眠施設、ATMが上位に入っている。この調査結果からド
ライバーが道の駅に様 な々施設を集約することを求めているの
で、道の駅は、観光拠点としての役割を期待されていると言え
る。最近では、積水ハウス・マリオット･インターナショナル（2018）
が道の駅を地域を渡り歩く旅の拠点に位置付けたことも、道の
駅がこうした役割を期待されていることの一例と言えよう。
以上のように、道の駅は、単なる休憩場所や観光目的地に

とどまらず、地域観光の拠点を担う施設である。そこで、海外
におけるコンテンツに合わせたツーリズムハブの研究を参考に、
道の駅をドライブツーリズムハブと位置付けた研究を行う。

３ ．ドライブツーリズムハブに期待される機能を果たすた
めに備えるべき主要要素
ドライブツーリズムの主要要素を基に、ドライブツーリズムハブ
に期待される機能を果たすために備えるべき主要要素を表 1
のとおり規定した。この表では、PrideauxとHardyが挙げてい
るドライブツーリズムの要素と、本研究で規定したドライブツーリ
ズムハブに期待される機能を果たすために備えるべき主要要素
にそれぞれ丸印を付している。以下、①から⑧について概観
する。
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以上より、道路（駐車場）、宿泊施設、情報、給油・食事・
物販、アトラクション、道路上のアトラクションの宣伝の6要素
を本研究におけるドライブツーリズムハブに期待される機能を果
たすために備えるべき主要要素とする。次節では、和歌山県
内道の駅におけるこの6要素の整備状況を確認する。

Ⅲ．実態調査：和歌山県内道の駅
2022 年 8月13日から20日にかけて和歌山県内道の駅 35
箇所の実態調査を行い、各駅におけるドライブツーリズムハブ
に期待される機能を果たすために備えるべき主要要素の整備
状況を確認した。また、備えるべき主要要素ごとに関連する先
行研究を整理した（表 2）。
①道路（駐車場）は、35 駅（整備率 :100.0%）に整備さ

れていた。具体的な設備として、自動車駐車場、バイク駐車
場、自転車駐輪場・サイクルラックが確認できた。関連する先
行研究として、飯田（1995）は、高速道路のサービスエリア
駐車場における歩行者と車両の動きを分析している。岩田ほか
（2020）は、道の駅駐車場の課題と機能向上につながる設
計について考察している。Sykes and Kelly（2016）は、オー
トバイ観光客の研究の中で、ライダー誘致に資するものとして、
バイク専用駐車場を挙げている。
②宿泊施設は、6駅（整備率：17.1%）のみ整備されていた。
具体的には、ホテル、コテージ・バンガロー、キャンプ場が確
認できた。関連する研究として、Lew and McKercher（2006）
の観光客の移動パターンを分析した研究によると、ドライブ観
光客は目的地をつなぎ合わせながら移動する傾向にある。この
移動パターンでは、観光客は宿泊先に近づくにつれ、主要幹
線道路沿いやその近くの観光スポットを訪問し、翌日さらに次の
観光スポットに立ち寄るとされる。
③情報は、35 駅（整備率 :100.0%）に整備されており、

パンフレットの配布、有人の観光案内所、大型モニタ（電子
掲示板）による情報提供、情報検索用タブレット端末の設置

①道路の要素では、道路とその付帯活動を Prideauxと
Hardyの両者がこれを挙げている。②宿泊施設に関して、
Hardyは、B&B、ホテル、モーテル、キャラバンパークを例に
挙げている。それらに加え、Prideauxは、ファームステイ、キャ
ンプ場、キッチン付きアパートメントも挙げている。③給油・食事・
物販の要素として、Prideauxは、ガソリン、ガス、軽油だけで
なく食品と一部地域ではアルコール飲料を提供する給油施設
を挙げている。Hardyは、給油と飲食小売店を含むロードサイ
ドサービスを挙げている。④情報に関して、Prideauxは、道
路標識、観光案内所、パンフレットを挙げている。Hardyは、
ビジターセンター、標識、パンフレットを挙げている。⑤警察に
関して、Prideauxは、警察による道路交通法施行と規制の実
施を挙げ、Hardyも警察による交通規制の実施を挙げている。
⑥車の修理と回収は、両者とも挙げている。⑦アトラクションに
ついて、Prideauxは、高速道路利用者を主な対象としたアトラ
クションとしており、Hardyは、ドライブ観光客を対象としたアト
ラクションとしている。⑧道路上のアトラクションの宣伝は、両者
ともこれを挙げている。
これらのドライブツーリズムの主要要素に基づき、ドライブツー

リズムハブに期待される機能を果たすために備えるべき主要要
素を整理する。まず、①道路について、道の駅の駐車場に
着目する。理由は、道路法（昭和 27 年法律第 180 号）第
2 条の規定において、道路管理者が道路に接して設置する
自動車駐車場や自転車駐車場は、道路の附属物にあたり、
道路の附属物は道路法上「道路」に含むためである。次
に、⑤警察、⑥車の修理と回収は、ドライブツーリズムハブ
に期待される機能を果たすために備えるべき主要要素から除
外する。理由は、前者は警察が、後者は主に JAF（Japan 
Automobile Federation、日本自動車連盟）がサービスを提供
しており、道の駅の設置者である市町村が統制できるものでは
なく、道の駅では、両者の情報をドライバーに提供するにとどまっ
ているからである2。

表 1　ドライブツーリズムハブに期待される機能を果たすために備えるべき主要要素

要素
ドライブツーリズム

ドライブツーリズムハブPrideaux（2001, as cited 
in Prideaux et al., 2001） Hardy（2003）

①道路 ○ ○ ○（駐車場）

②宿泊施設 ○ ○ ○

③給油・食事・物販 ○ ○ ○

④情報 ○ ○ ○

⑤警察 ○ ○ -

⑥車の修理と回収 ○ ○ -

⑦アトラクション ○ ○ ○

⑧道路上のアトラクションの宣伝 ○ ○ ○

出所：Prideaux（2001, as cited in Prideaux et al., 2001）及び Hardy（2003）を基に筆者作成
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が確認できた。関連する日本の研究では、高速道路のサー
ビスエリアにおける情報提供の研究（味水 , 2009）、道の駅
での観光情報の提供状況と周辺観光スポットへの周遊率の
関係を調査した研究（竹内ほか , 2021）がある。海外では、
Prideaux et al.（2001）が、シニアドライバーの利用する情報
源を分析している。また、Prideaux（2011）の研究では、自
動車クラブの主要な役割に、旅行情報・交通情報の提供を
挙げている。
④給油・食事・物販は、34 駅（整備率 97.1%）に整備さ

れており、ガソリンスタンド、EV充電器の設置、レストラン・カ
フェ・フードコート等での食事提供、物販が確認できた。関連
する日本の研究では、道の駅のバリューチェーンに着目し、併
設レストランや自社ブランド加工品に焦点を当てた研究（辻 , 
2020）、道の駅飲食店の利用実態を明らかにした研究（山田・
荒木 , 2021）がある。海外では、持続可能なドライブツーリズ
ムの観点から、電気自動車や EV充電器の普及を調査した研
究（Fjelstul & Fyall, 2015）がある。
⑦アトラクションは、35駅（整備率 :100.0%）に整備されており、

自然景観、農村体験、資料館、歴史的建造物、温泉、スポー
ツ施設、公園、レンタサイクル、農水産品直売などドライブ観
光客を楽しませるための様 な々アトラクションが確認できた。関
連する日本の研究では、道の駅の農産品直売所に着目した研
究（山本・湯沢 , 2012）、道の駅附属の博物館に関する研究（落
合 , 2016）がある。小塚（2018）は、道の駅の特徴的な取
組みを「催し物」「特産物」「施設」に整理している。海外
の研究では、セルフドライブ市場は非セルフドライブ市場に比

べ、家族で楽しめるアクティビティ、快適な田園風景などへの
関心が高く（Moscardo & Pearce, 2004）、また、ドライブ観光ルー
ト選択動機として視覚的体験（景色）とルート上のアクティビティ
が重要である（Denstadli & Jacobsen, 2011）ことが明らかになっ
ている。
⑧道路上のアトラクションでは、市町村内観光マップのような
周辺地域の観光案内看板の設置が 32 駅（整備率：91.4%）
で確認できた。関連する研究として、Becken and Wilson（2007）
は、ドライブ観光客へ観光マップを配布することで、旅程が変
化するか実験を行っている。
以上、現地調査の結果、①道路（駐車場）、③情報、④給油・
食事・物販、⑦アトラクション、⑧道路上のアトラクションの宣
伝については、90%以上の道の駅で整備されていることが分
かった。一方、②宿泊施設の要素は、他の要素に比べ整備
率の低いことが明らかとなった。
また、要素ごとに関連する先行研究を整理した結果、和
歌山県内道の駅調査で確認した整備率と道の駅の宿泊施設
（要素②）に関わる研究が明確にできないことが分かった。し
かし、積水ハウス・マリオット･インターナショナル（2018）に示
されるように、道の駅に隣接したホテル整備が進んでおり、今
後の研究課題として注目される。加えて、道路上のアトラクショ
ンの宣伝（要素⑧）の整備が進んでいるにも関わらず日本
語文献が明らかとならなかった。例えば、Becken and Wilson
（2007）で議論されているように、宣伝等の情報提供によるドラ
イブ観光客の行程の変容など、現地での情報提供の量や質
について議論することが考えられる。

表 �2　和歌山県内道の駅で確認できたドライブツーリズムハブに期待される機能を果たすために備えるべき主要要素と関連する先
行研究

備えるべき主要要素
備えるべき主要要素が確
認できた駅数（整備率 1）

関連する先行研究

日本語文献 英語文献

①道路（駐車場） 35 駅（100.0%）
飯田（1995）
岩田ほか（2020）

Sykes and Kelly（2016）

②宿泊施設  6 駅（ 17.1%） Lew and McKercher（2006）

③情報 35 駅（100.0%）
味水（2009）
竹内ほか（2021）

Prideaux et al.（2001）
Prideaux（2011）

④給油 ･ 食事 ･ 物販 34 駅（ 97.1%）
辻（2020）
山田・荒木（2021）

Fjelstul and Fyall（2015）

⑦アトラクション 35 駅（100.0%）
山本・湯沢（2012）
落合（2016）
小塚（2018）

Moscardo and Pearce（2004）
Denstadli and Jacobsen（2011）

⑧道路上のアトラクションの宣伝 32 駅（ 91.4%） Becken and Wilson（2007）

出所：筆者作成
注 1）整備率 = 要素が確認できた駅数 ÷ 35 駅
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Ⅳ．まとめ
本研究では、道の駅をドライブツーリズムハブと位置付け、ド

ライブツーリズムハブに期待される機能を果たすために備えるべ
き主要要素を議論した。具体的には、Ⅱ節では、海外でのド
ライブツーリズムの先行研究から、道路（駐車場）、宿泊施
設、情報、給油・食事・物販、アトラクション、道路上のアトラ
クションの宣伝の6要素をドライブツーリズムハブに期待される
機能を果たすために備えるべき主要要素として規定した。Ⅲ節
では、和歌山県内道の駅を対象にドライブツーリズムハブに期
待される機能を果たすために備えるべき主要要素の整備状況
を確認した。結果、宿泊施設を除く5要素について、整備率
が 90%以上あることが分かった。しかし、道の駅がドライブツー
リズムハブを担うためには、宿泊施設の要素もまた重要である。
学術的には、整備率と日本語及び英語の先行研究との関係
から、道の駅に付帯する宿泊施設、アトラクションの情報提供
によるドライブ観光客の行動変容などが今後の研究課題として
抽出できた。
今後の課題として、ドライブツーリズムハブに期待される機能

を果たすために備えるべき主要要素のうち、研究課題として抽
出した宿泊施設と道路上のアトラクションの宣伝について、個
別に詳細な検討を行う。特に、海外のドライブ休憩施設と道
の駅の比較を行い、海外のドライブツーリズムの理論を日本の
道の駅に当てはめることが適当なのか検討する必要がある。ま
た、他の備えるべき主要要素についても、現状では、海外の
ドライブツーリズムの理論との議論はできておらず、備えるべき
主要要素ごとに日本における現状や現象を踏まえた研究を深
め、議論することが日本におけるドライブツーリズム研究を発展
させることに寄与すると考えられる。

注
1　国土交通省（2019c）の2015 年度調査において、観光目的での交
通機関分担は、乗用車等（自家用乗用車、タクシー等）が全体の
3/4 以上を占め、鉄道、航空がこれに続いている。
2　2022 年 8月13日、道の駅根来さくらの里における実態調査にて、管
轄警察署とJAFの電話番号の掲示を確認した。
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